
第１学年 組 道徳学習指導案 

指導者          

                                        
１ 主題名「つづけるこころ」 低１－(２) （自分がやらなければならない勉強や仕事は，しっかりと行う。） 

 
２ ねらいと資料  

毎日 10 分ずつ字の練習を続ける主人公の気持ちを共感的にとらえさせることを通して，勉強や

自分のなすべき仕事を，つらくてもくじけずにやり通そうとする態度を育てる。 
資料名：「１にち１０ぷん」（光文書院）一部改訂 

 
３ 主題設定の理由 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(ｱ)   本主題は，くじけず努力し，自分を向上させる子どもを育てようとするものである。人が健全

な社会生活を送っていくためには，自分のすべき勉強や仕事は，少しの困難があっても途中で投

げ出さずに続けようとする態度を養うことが大切である。続けることで得られる達成感や成就感

は，自己肯定感や向上心へとつながるものである。 
また，児童が自立し，よりよく生きていくためには，何事にも粘り強く取り組み，努力し続け

る忍耐力も求められる。それが自己を実現しようとする向上心と結びついてこそ，前向きな自己

の生き方が自覚されてくるといえる。 
したがって，やらなければならないことを素直に受け入れることができるこの時期に，基本的

な課題である勉強や自分の仕事を自分でやるべきこととしてとらえ，続けて行うことの大切さに

気付かせることは意義深いと考える。 
(ｲ)   本学級の児童は，学校生活にも慣れ，係り活動や当番活動，掃除などに意欲的に取り組むこと

ができてきている。学習では，発表やノート書きを頑張ったり，課題解決に向けて考えたりして

いる姿も多く見られるようになってきた。自分にはやらなければならない勉強や仕事があり，そ

れを行わなければならないことは理解しているといえる。一方で，あさがおの水やりや花の数調

べを続けることができなかったり，時間の経過とともに係活動に取り組むことが少なくなってい

ったりと，やらなければならないとはわかっていても最後まで続けることを苦手とする姿も見ら

れる。算数の学習においては，わからないところがあるとそのまま書こうとしなかったり，与え

＜C 群⑧道徳の時間と各教科・領域の連関＞ 道徳教育の全体計画 

本校教育目標から＜育てたい児童の姿 「強い子」＞  

身体の状況を知り，健康増進に努め，最後までやり抜く気力をもった子ども。 

低学年の重点目標 

自分がやらなければならない勉強や仕事はしっかりと行う。 

道徳の時間 

勉強や自分のなすべき仕事を，つらくてもく

じけずにやり通そうとする態度を育てる。 

算数 

筋道を立てながら根

気強く最後までやり

遂げようとする態度

を養う。 

各教科 



られた計算練習を最後まで終わらせようとせずに，途中で鉛筆が止まったりする児童もいる。 
そこで，やらなければいけない勉強や仕事を，途中でくじけないでしっかりと続けようとする

態度を育てることは，本学級の実態に則したものであると考える。 
(ｳ)    本時指導にあたっては，資料「１にち１０ぷん」を活用し，主人公であるみどりの気持ちを共

感的にとらえさせながら，自分でやるべきことを続けることの大切さに気付かせたい。本資料は

字を書くことが苦手な主人公のみどりが，先生の言葉に従い字の練習を続けるが，変化が見られ

ずに「やめよう」という心と葛藤しながらも頑張り続け，先生からの賞賛の言葉で成果に気付く

という内容である。低学年の児童は教師が指示したことを守ろうとするが，単に「先生に言われ

たから」と自分の課題として捉えていないことが多い。その結果，困難であったり楽しくなかっ

たりすると，途中であきらめてしまうこともある。みどりが自分の目的を実現するために，葛藤

しながらも頑張り続ける姿を共感的にとらえさせることで，自分の弱い心や最後まで頑張ること

の大切さに気付かせることができると考える。また，教師の賞賛より，頑張って続けた後には，

成就感や満足感があることに気付かせることもできる。よって，本資料はねらいを達成する上で

効果的と考える。 
そこで，本時指導では，まず導入段階で算数科学習の中でカード練習を毎日続けているときの

気持ちを振り返る時間をもち，何かを続けることの難しさや，だんだんとできるようになってい

った時の喜びを想起させたうえで，資料中の登場人物を紹介する。このことで，ねらいとする価

値への方向付けを図る。次に展開前段では，紙芝居を使い資料の場面をよりとらえやすくするこ

とで，心が揺れながらも字の練習を続けるみどりの気持ちに共感させていく。また，やめようと

思った時と先生から賞賛された時のみどりの心を表情で表すようにし，お互いに見合いながら思

いを発表することで，視覚的に心の変化がとらえられるようにする。そして展開後段では，くじ

けずにやり通してできるようになったことや嬉しかったことを振り返らせる。終末では，やるべ

きことはくじけずに続けていこうとする実践への意欲を高めるために，続けて取り組んだことで

達成感や成就感を得た教師の説話を行う。 
 

４ 準備 

写真（算数科学習時の児童のようす） 紙芝居 板書用短冊 道徳ノート 心のノート  
 

５ 展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

導 
 
 

入 

１ 算数科学習で計算カード

の練習に取り組んでいる時

の気持ちを想起するととも

に，本時めあてについて知

る。 

・ きつかった。 

・ むずかしかった。 

・ たのしくなってきた。 

・ できるようになってうれ

しくなった。 

  

※ 計算カードの練習に取り

組んでいる時の写真を提示

し，気持ちを想起しやすくす

る。 

 

○ 毎日続けている計算カ

ードの練習で、頑張って

いる自分を振り返ってい

る。 

（発言・つぶやき） 

○ 題名とめあてから，こ

れから学習する道徳的価

値をとらえている。 

（態度・つぶやき） 

がんばりつづけるとどうなるかな。 



展 
 

開 
 

前 
 

段 

２ 資料「１にち１０ぷん」を

読み，みどりの気持ちについ

て話し合う。 

(1) 教師の範読を聞く。 

 

(2) 毎日１０分ずつ字の練

習をすることに決めた時

のみどりの気持ちを話し

合う。 
 
 
 

・ がんばるぞ。 
・ 毎日練習を続けるぞ。 
・ 絶対に字をきれいに書

けるようになるぞ。 
 

 (3) 「もうやめよう。」と

思った時のみどりの気持

ちを考える。 

 

 
 
○ みどりの気持ちを表情

で表すとともに，道徳ノー

トに書く。 
・ 私は字がへたなんだ。 
・ ぜんぜん上手にならない

なあ。 
・ すこしもかわらないから

やめてもいいや。 
・ もうすこしつづけてみよ

う。 
 
(4) 先生が書いていたコメ

ントを見た時のみどりの

気持ちを考える。 

 

 

 
・ 誉められてうれしい。 
・ 練習を続けてよかった。 
・ これからも練習をがんば

るぞ。 
 

○ 資料中の登場人物や場面

の状況を児童に紹介するこ

とで，ねらいとする価値に注

目させ，資料への導入を図

る。 

○ 資料への関心を高め，内容

をわかりやすくとらえさせ

るために，紙芝居で資料を提

示する 

 

 

 

○ 毎日練習を続けようと決

めたみどりの気持ちに寄り

添うことができるように，

「まいにち」という言葉を板

書に位置づけて押さえる。 

 

 

 

 

 

 

○ 字の練習をやめたくなっ

た主人公の気持ちに共感さ

せるために，表情で表すよう

にし，思いをとらえやすくす

る。 

○ やめようと思ったが，「じ

ょうずになりたい。」という

強い思いから練習を続けた，

みどりの行動をおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 先生の賞賛の言葉を見た

ときのみどりの気持ちをと

らえやすくするために，コメ

ントを拡大して提示する。 

 

○ 続けることのよさに気付

かせるために，先生のコメン

トを見た時のみどりの気持

ちを表情に表わさせ，やめよ

うと思ったとときの表情か

ら変化していることをおさ

える。 

 

 

 

 

○ 範読を聞き，話の内容

をとらえている。 

（発言・つぶやき） 

 

 

 

 

 

 

○ これから頑張ろうとし

ているみどりの気持ちを

とらえている。 

（発言） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 続けていることが結果

として表れずに，くじけ

そうになっているみどり

の気持ちをとらえてい

る。 

（表情・発言・道徳ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ くじけずに字の練習を

続けたことで先生に賞賛

され，練習の成果に気付

いたみどりの気持ちをと

らえている。 

（表情・発言） 

 毎日１０分ずつ字の練習をすることに決めた時の

みどりさんは，どんな気持ちでしょう。 

「どうしようかなあ。」と迷った時のみどりさん

は，どんなことを考えていたでしょう。 

先生が返したノートを見たときのみどりさんは，

どんな気持ちでしょう。 



 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 道徳ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
後
段 

３  今までの生活の中で，続

けたことでうれしい気持ち

になったことを発表する。 

○ 続けたことでうれしくな

った経験を想起しやすくす

るために，心のノート（P18・

19）の挿し絵を基にして道徳

ノートに記入させる。 

○ 日常生活の中での自分

の生活をふりかえってい

る。 

（発言・つぶやき） 

終
末 

４ 教師の話を聞く。 

 

 

○ 教師が子どもの時に，あき

らめずに続けてうれしかっ

た経験を話し，今後の生活へ

の意欲付けを図る。 

○ 本時でねらいとしてい

る価値について，今後の

生活の中に生かそうと意

欲をもっている。 
（表情・つぶやき） 

ど
う
と
く
ノ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
ま
え
（ 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

） 

一
に
ち
十
ぷ
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☆
「
ど
う
し
よ
う
か
な
あ
。
」
と
ま
よ
っ
た
と
き
の
み
ど
り
さ
ん

は
、
ど
ん
な
こ
と
を
か
ん
が
え
て
い
た
で
し
ょ
う
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☆
じ
ぶ
ん
の
せ
い
か
つ
を
ふ
り
か
え
っ
て
（
い
つ
，
ど
ん
な
こ
と
） 
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つ
づ
け
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

め
あ
て 

が
ん
ば
り
つ
づ
け
る
と
ど
う
な
る
か
な
。 

め
あ
て 

 

が
ん
ば
り
つ
づ
け
る
と
ど
う
な
る
か
な
。 

一
に
ち
十
ぷ
ん 

・
が
ん
ば
る
ぞ
。 

・
ま
い
に
ち
つ
づ
け
る
ぞ
。 

・
じ
を
き
れ
い
に
か
け
る
よ
う

に
な
る
ぞ
。 

・
じ
ょ
う
ず
に
な
ら
な
い
な
あ
。 

・
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
も
お
な
じ
だ
。 

・
か
わ
ら
な
い
か
ら
し
な
く
て
も
い
い
や
。 

・
も
う
す
こ
し
つ
づ
け
て
み
よ
う
。 

つ
づ
け
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と 

一
に
ち
十
ぷ
ん

ま
い
に
ち
つ
づ

け
て
ご
ら
ん
な
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じ
ぶ
ん
の
せ
い
か
つ
を
ふ
り
か
え
っ
て 

ま
い
に
ち 

じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。 

じ
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
す
る
こ
と
に
き
め
た
と
き
。 

み
ど
り 

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
か
い
た
。 

す
こ
し
も
か
わ
り
ま
せ
ん
。 

「
ど
う
し
よ
う
か
な
あ
。
」
と
ま
よ
っ
た
と
き
。 

ノ
ー
ト
を
み
た
と
き
。 

み
ど
り
さ
ん
は
、
こ
の
ご

ろ
ず
い
ぶ
ん
じ
が
じ
ょ
う

ず
に
な
り
ま
し
た
ね
。 ・

ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
な
。 

・
れ
ん
し
ゅ
う
を
つ
づ
け
て
よ
か
っ
た
。 

・
こ
れ
か
ら
も
れ
ん
し
ゅ
う
を
が
ん
ば
る
ぞ
。 

じ
を
か
く
の
が 

に
が
て 


